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募集人数  
出願期間  
入試日程  
合格発表  ２０２７年　１月  ２０日（水） 

虹の風 学修館来年度の募集要項 令和９年度 

西高中等部受験クラス
虹の風では長年の過去問分析に沿った指導をしています。
一緒に合格をつかもう！

少人数制を活かした
実践練習が充実！
面接の練習も

お任せください！

（予定） 受講生
募集中
詳しくはこちらから

053-412-1033
053-412-1023

niji-no-kaze@gakuki.co.jp

 2.16
令和8年度 

倍 2.16
令和8年度 

倍

集 

団 

面 

接 

Ⅱ

《 配付資料（概略）》テーマ「あなたが困ったときに必要な力」とは何か？
指示
１ 「困ったときに必要だと思う力を5つ選んで書いてください。時間は50秒です。」

 2.20
令和7年度 

倍

面接の具体的内容

令和 8 年度 浜松西高中等部 入試分析

入学試験の概要 ※第一審査として下記の結果により、募集定員の70％程度の合格者を決定します。（残り30％程度は、調査書・入試結果などの総合審査により決定）

試験日 問題数 配点 時間試験

総合適性検査
問題Ⅰ

総合適性検査
問題Ⅱ 

作文問題

面　　　接

全 4問 

全18問 

全20問 

全11問 

50分間 

計30点 

計30点 

50分間 

計  8点 

計46点 

計36点 
昨 39点
算 43点算 43点 国･英 31点国･英 31点

昨 28点 昨 15点
社 19点社 19点社 19点社 19点 理 17点

昨 29点

50分間 

計20点 30分間 

試験内容の分析

記事内容の詳細は虹の風学修館まで 053-412-1033☎

１月
11日（日）

１月
10日（土）

開校から24年目を
迎えます

試験の内容

Ⅰ　放送による問題 

Ⅱ　筆記による総合問題 

Ⅲ　筆記による総合問題 

Ⅳ　筆記による総合問題 

集団面接Ⅰ・Ⅱ

＜教科別配点＞※国語は放送問題を含みます

＜問題数の推移＞
2022年度-46問、2023年度-41問、2024年度-41問、2025年度-50問、2026年度-53問

３年間で問題数が12問増加。

今までの問一・問二の２問構成から、初めて問一～問三の
３問構成となり、問二には「漢字」の問題が追加。

グループ１ グループ２

グループ１ グループ２

机を移動

グループわり（例）
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※面接の内容は、今年度の受験生に直接取材したものです。実際とは異なる場合があります。 ※面接の内容は、今年度の受験生に直接取材したものです。実際とは異なる場合があります。 

あなたが本校を志願した理由を教えてください。

指示
１
指示
2

受検番号、出身校、名前を答えてください。

昇降口付近で、先生からプリントが
配布されます。

校舎の控室（前日と同じ検査室・
座席）で待機し、説明を受けます。

指示に従って面接会場へ移動します。
（面接官は例年通り３名でした）１ 2 3

◎ 面接官から見て、右側（受検番号が早い順）の席から順に発表します。

◎ 面接官から見て、左側（受検番号が遅い順）の席から順に
発表します。

試験内容の分析（面接）

面接Ⅰ：８名のグループで、同一のテーマを発表

面接Ⅱ：４人１グループの少人数での討論（意見交換）

面接官

副教科10点

〈 面接会場のイメージ図 〉

　願書と一緒に事前に提出していた「志願理由書」が4年前からなくなりましたが、その後、昨年度までは１日目の筆記試験終了後の「面接カード（名前・受検番号・出身校）」の中に「志望理由」の欄があり、
記入するようになっていたり、今回の集団面接Ⅰのテーマになっています。「志願理由書」の事前提出は今後も求められないと思いますが、西中受験の意味や目的を自覚して、一年間の受験勉強を軌道に乗せる意
味でも、早いうちから「志願理由書」を書いていくことはとても大切なことだと感じています。
　面接では志願理由や将来の夢と入学後にやりたいことなどを自分の言葉でしっかり言えるようにしておくことが大切です。また討論では、日頃から身の回りのことに興味関心を持ち、それに対する自分の考えを
しっかり発表したり、人の考えもよく聞きながら分析して伝えたりするための総合的な力が必要だと感じます。

　１月 10 日（土）・11 日（日）に、浜松西高中等部の入学試験が行われ
ました。今年度の倍率は、前年の令和 7年度とほぼ同じ 2.16 倍でした。
今回はその入試内容について、総合適性検査問題・作文と共に情報が得
られにくい「面接」の具体的内容もあわせてご紹介します。

副教科10点
昨 9点

ここ２年（令和6・7年度）のテーマの「あなたが小学校6年間で一番頑張ったことは何ですか」と「入学して頑張りたいことは何ですか」という質問がなくなり、「志願理由」のみの発表と簡略化されました。

例年同様、討論のスタイルは10年前（平成28年度）から大きくは変わらず、4人１グループでの討論でした。

※500 字以上 600 字以内、二段落構成

全３問 

全２問 

令和 2・４・6・7 年度にも出題された「入学して頑張りたいこと」がなく、「志願理由」だけの発表と、4 人グループでの話し合いは変わりませんが、ここ 2 年なくなった、
グループでの話し合いの後の発表が復活しました。

鉛筆１本

　題材文は、今年度も中学入学を迎える小6生にとって、今後の生活に活かされる、興味
深い文章でした。
　例年と違うのは、３問構成となり、問二として、漢字の書きの出題が追加されたこと
です。問一は、例年通り文章中の言葉を使って短い文で書き、問三は文章の内容に関連
づけながら、自分の具体的な経験と、現在や今後の自分との関わり方について書く、と
いう内容でした。問二の意見文では、昨年度より「三段落構成」から「二段落構成」に
変わり、今年度も同様に「二段落構成」での解答が求められました。

問一：〔文章読解〕
「そうすれば、わかった、できたという実感が持てます。」とありますが、どうすれば
わかった、できた、という実感が持てると筆者は述べていますか。

問二：〔漢字〕
「じしん」のひらがなを文章に合う適切な漢字で書きなさい。
問三：〔意見文〕
　  筆者は勉強について、「自分なりの『これだ』に気づいて勉強のペースをつくる方法
を見つけていくことが必要です。」と述べていますが、あなたが今まで勉強以外で「
自分にあったやり方」や「自分のペース」で挑戦した経験について具体的に説明しな
さい。そして、その経験を今後の中学校生活のどの活動のどのような場面で、どのよ
うに生かしたいかを、書きなさい。

〈題材文〉
　学校の勉強も「自分に合ったやり方」と「自分
のペース」でやれれば、楽しく、面白くなると
いう、勉強嫌いになりかけている、これから中
学校に入る子どもたちへのメッセージ。

※文章中の言葉使用、40 字以上 50 字以内、1マス目から

全体の出題数は前年度の50問から53問に増加しました。また、国語の出題数は前年度の７
問から13問に増加しました。今までは理系科目が重点的に出題されましたが、今年度は文系
科目の出題割合が大きかったです。各教科をバランスよく学習することが求められました。

詳細は下記へ 

（A４サイズ）

〇冷静になる力
〇行動する力

　　 …　
　（10個）
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イメージ

困ったときに必要な力

10個の候補が
書かれている

指示
3

指示
6

指示
2
指示
3
指示
4 指示

5
指示
6
指示
7

「机を移動して4人ずつのグループに分かれてください。」

「グループで話し合ってグループの５つの力を決めてください。ホワイトボード（Ａ４）をあとで渡しますので、
　封筒に入っているマグネット（10個の力が書いてある）から選んだ5つを貼ってください。時間は９分です。」

「席を元に戻してください。」

「挙手して感想を教えてください。（挙手してランダムに当てる）」

「これで面接を終了します。後ろのドアから退出してください。」

「お互いのグループのホワイトボードを見てください。（約２分）」

1

2

3

4

5

〇冷静になる力
〇行動する力
〇判断する力
〇相談する力
〇周囲に頼る力

　

10個の候補から
5つ選び、1～5
の順位をつける。

〇あきらめない力
〇人に聞く力
〇助けを求める力
〇整理する力
〇気持ちを切り替える力

　

 2.18
令和4年度 

倍

＊筆記試験終了後、5分くらいで、翌日の「面接」のために、次の項目を記入する時間が
あったようです。「受検番号」「出身校」「名前（ふりがな）」「入学して楽しみにし
ていること（3行くらい）」「あなたの特技は何ですか（記入例　水泳など）」

特別号特別号
県立浜松西高中等部
受験特集



グラフ１　　各教科の出題数の推移　　 表１　各教科の出題数の推移

グラフ２　　各教科の出題数の割合　　

浜松西高中等部
受験対策クラス

総合適性検査問題の

出題数分析

総合適性検査問題の

出題数分析
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グラフ３　各教科の配点の割合 (％）

　2026 年１月 10 日・11 日に、浜松西高中等部の入試が行われました。そこで、今回を含む過去 10年分の総合
適性検査問題の内容を分析しました。出題数は、2017 年に 40 問、2026 年に 53 問と、10 年間で約 1.3 倍になって
います。出題数 /配点割合の内訳は、理系科目（算数・理科）37％/50％、文系科目（社会・国語・英語）45％/35％
でした。配点の割合から、やはり理系科目がポイントとなっています。総合適性の特徴的な問題として、算数では
正多角形のタイルをしきつめる問題、理科では回路図の問題、国語では詩の表現の問題が出題されました。どれ
も、知識だけでなく思考力も試されるものでした。また、放送問題では、英語の問題も出題されました。どの教科を
どのように学習したらよいかの参考資料として、ご利用ください。

総合適性検査問題Ⅱ-Ⅳ　問題４
入試の出題内容（令和8年1月10日）

表２　各教科の出題数の割合 (％）

放送問題

算数・理科

社会・国語・英語

副教科

10

48

32

10

49

34

7

2024

8

50

30

12

2025

9

37

45

10

2026

8

44

38

9 10

５年
平均

9.2

46.4

35.2

9.2

2022 2023

文系科目の割合が増加

総合適性検査問題Ⅱ-Ⅳ　問題６（１）

総合適性検査問題Ⅰ-Ⅰ 放送問題

出題数…10 年間で約 1.3 倍！

理系科目の割合は 50％

総合適性検査問題Ⅱ-Ⅲ　問題９（２）


